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近森会グループ

Q.　何の調印でしょうか？
A.高知県知事の要請を受けてDMATが
災害現場などに出動することや、出動に
関する県の費用支弁や補償などを定め
たものです。

Q.　DMAT登録病院とは？
A.近森病院のほか、高知大学医学部附
属病院、高知医療センター、高知赤十字
病院、幡多けんみん病院、県立安芸病院
の6病院です。

Q.　どんなときに出動する？
A.高知県内外で、地震、台風等の自然
災害や、航空機、列車事故等の大規模な
事故が起きた場合です。具体的には、高
知県あるいは四国で重症患者が10名以
上発生、または発生することが予測され
る場合です。また大地震などでは日本国
内どこでも出動する可能性があります。

Q.　何人で、どうやって出動？
A.医師・看護師・調整員で計5名を標
準としています。基本的にドクターカー
で出動しますが、出動する災害によって
自衛隊機だったりすることもあります。

Q.　8月11日の静岡地震では？
A.午前5時7分に静岡県で震度6弱の
地震が発生し、同31分に厚生労働省と
県から全国各DMAT隊員の個々の携帯
メールに「待機」要請がかかりました。
各隊員は連絡をとりつつ個人装備を調
えて出動に備えましたが、幸いにも実際
の出動には至りませんでした。出動要請
があれば午前7～8時に病院を出発し
ていました。ただ、東海地震・南海地震
の連動の可能性もあり、悩ましいところ
です。※2面へ続きます。

高知DMAT 正式始動

　2年前の夏休みに妻と二人でロワー
ル川を遡って、ワイナリー巡りをした
ことがあった。ロワール川はフランス
第一の河川で、流域は温暖な気候と豊
かな自然に恵まれていて、「フランス
の庭園」ともいわれ、個性的な葡萄畑
が続いている。
　流域に点在しているシャトーは宿泊
できるところもあって、むかしの領主
の雰囲気を味わうことができる。屋内
はむかしのままで、広々とした居間に
隣接してビリヤード室がある。周りの
壁は天井まで本棚になっていて古色蒼

ビリヤード

近  森   正  幸

然とした本が並んでいる。
　ビリヤードは紀元前 400 年頃ギリ
シャで戸外のスポーツとして始まった
ようで、14 世紀ごろ、ヨーロッパの
宮廷で流行った。ルイ 14 世などは医
者の薦めで健康のためビリヤードをし
たとの記録も残っている。
　シャトーホテルの一角で見かけたビ
リヤードの記憶があって、ちょうど高
新文化教室にビリヤード教室が始まっ
たのを機に、1年ほど前から妻が通い
始めた。ビリヤードはやり始めるとな
かなか奥が深くて面白いようで、わた
しも妻に誘われてこの 3カ月ほど前か
ら始め、結構いい勝負をしている。
　屋内ゲームとしてのビリヤードは暑
くも寒くもなく、1～ 2時間ストレス
を発散させるにはちょうどいい。
　以前『サウナと日曜市とマッカラン』
を発行した当時のストレス解消は、サ
ウナと日曜市とマッカランだった。今
はウィスキーはあまり飲めなくなって
もっぱら二人でワインに親しみ、ビリ
ヤードを楽しんでいる。

（理事長・ちかもり　まさゆき）

近森病院  ER（救急センター）科長 井原  則之

Disaster Medical Assistance Team
災 害 医療の 援 助 チーム

高知県知事と高知県内DMAT登録6病院との間で高知DMAT協定調印式● 7月 31日（金）●高知県庁で

高知DMAT協定調印式
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金
き ん も く せ い

木犀
9月の歳時記

　中国南部の桂林地方が

原産で、日本には江戸時代に渡来し、一

般には桂花の名で呼ばれ、金木犀の他に

銀木犀、柊
ひいらぎ

木犀などの種類がある。

　秋になると家の庭先で、小さなオレン

ジ色の花を無数に咲かせ、甘く強い香り

を放ち、かなり遠くからでも匂ってくる。

また、金木犀の香りを嗅ぐとどこかなつ

かしく、昔のトイレの消臭芳香剤を思い

出すのは私だけでしょうか？（笑）

　モクセイ科モクセイ属。

文●ER（救急センター）・一般外来

辻本　美和

川田 ゆかり

と 私
　私がMy聴診器を持ったのは近森病院
に入職してからです。安物の
聴診器でしたがピンク色の聴
診器でした。たいした技術も
なかったですが、それを使う
ことが心地よく、うれしかっ
たことを憶えています。病棟
の先輩からいろいろ教えても
らいました。
　最初は聴診しても正常と異
常の違いが微妙にわからず、アセスメン
トもできませんでした。経験を重ねるう
ちにもっと良いものがほしくなり少し
値段の高いものを購入しました。
　それは現在も使っている2代目の聴
診器です。それも年数を重ねるうちに古
びてきましたが、なんともなくしっくり
と馴染んでいます。
　管理職になり、その聴診器の出番は少

し減っていますが、今までの経験や学び
をスタッフに伝えていきたいと思いま
す。
　また、いま思っていることは心の聴診
器をもって患者さんの心の声を聞き、心
に寄り添った看護ができるように努力
していきたいということでます。それが
いまの私の役割ではないかなと思って
います。
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※1面より続きます。
Q.　東海・東南海・南海連動型地震とは？
A.東海地震・東南海地震・南海地震が
同時あるいは短期間に続発する超巨大
地震です。100～ 150年間隔で定期的
に発生していることで知られ、1000年
以上前から記録が残っています。一番
最近の連動型地震は1854年幕末、坂本
龍馬の時代で、江戸幕府が倒れる原因の
一つとなったようです。今年はそれから
155年目に当たります。

Q.　南海地震が起きたらDMATが高知
に来る？
A.全国からDMAT・支援が集まってくる
と思います。しかし、地理的に高知は県
外からのアクセスルートがかなり制限さ
れる可能性があり、1～2日以上かかる
かもしれません。それだけに普段からの
災害に対する意識が大切だと思います。

近森病院エマルゴ
災害机上訓練
2009 年 8月 1日（土）実施

　災害支援病院である近森病院では、地震
や大規模事故が発生した際の受け入れを前
提とした防災訓練を例年行ってきています。
　個々の活動だけでなく、病院活動全体で
把握するためには、机上訓練が有効である
ということで、昨年来「集団災害対応机上
シミュレーションキットを用いたエマルゴ
トレーニング」を行なっています。

訓練には院外からも大勢の参加があった

子
様
の
印
調

第59回  地域医療講演会
「急性大動脈症候群患者を救うために
は？ －病診連携とチーム医療－ 」
９月11日（金）18：30～
ホテルサンルート高知で。
講師  天理よろづ相談所病院  心臓
血管外科部長／京都大学臨床教授  
　　　　　　　山中　一朗　先生

第58回  日本形成外科学会  中国四国
支部学術集会   
９月13日（日）   8：00  開場
県民文化ホールグリーンホールで。  
会長を近森病院形成外科 赤松順部長
が務めます。

高知シティFM放送ラジオスタート
毎月　第一月曜日　18：00～18：10
「現代医学と地域医療
                 　近森病院の取り組み」
　各診療科が交代で担当するインタ
ビュー形式の番組が始まりました。
　周波数：76.2FM

）ンョシーテスルーエホ　称愛（        

画●放射線科外来
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表彰状を贈った皆さんと、贈られた皆さん

審査中の、近森会写真倶楽部「瞬」講師を
務める愛媛県写真家協会の古茂田不二会長

　脳卒中は３大疾病のひとつであり日本では要介護状
態をもたらす原因疾患の第１位を占めています。その
治療方法は年々進化を遂げ、t-PAなど急性期における
積極的治療が一般に認知され始めています。リハビリ
テーションも同様に進化し、ひと昔前までは安静を強
いた急性期治療は、疾病による障害以上に活動制限に
よる生活障害への影響が示唆されるようになり、今で
は脳卒中の急性期リハビリテーションは急性期から可
能な限り安静を取らないことが重要となってきました。
　しかし、単純に起きて生活するだけではなく、適切
な安全管理のもと患者さん一人一人にあった生活動作
の確立が必要となります。
　例えば麻痺があっても形はどうであれ自己流で歩け
る人は多くいます。しかし、麻痺した身体を訓練する
ということは一度途切れてしまった脳の神経回路を、
千切れた糸を紡ぐように元の状態に近づけるために、
自分の身体をしっかりと見つめ理解していただく必要
があり、単に歩くだけでなく、歩く姿勢や動作の流れ

近森病院　
理学療法科  主任
高 芝  潤

を自己で理解し自覚する必要があります。
　今まで感じたことのない感覚に対する新しい気づき
が脳卒中の急性期リハビリテーションでは重要となり
ます。そして、自己を理解することは障害をもってス
トレスを感じてしまった心にも、大きな助けとなるこ
とでしょう。

リハビリテーションシリーズ急  性  期

　

　第2回目の開催となり、応募総数は昨年
の179点を大きく超える244点。しかも本年
度は応募点数をひとり3点までとしていたた
め（昨年は21点応募してくれた人もいた！）、
より多くの職員が関わってくれたことになる
と、コミュニケーション委員会ではその浸透
具合を喜んでいます。
　こういった催しが近森会グループの写真文
化の醸成に繋がり、より豊かでしかも信頼関
係も深まるような日常に、花を添えてくれて
いるようです。栄えある受賞作品を誌上作品
展でお楽しみください。

　私たちの趣味？？と言っていいのか分かりませんが、ここ 2年連続でよ
さこい祭りに一緒のチームで参加し、一緒の夏まつりを満喫しています。
よさこいの短所は仕事の後の練習、痩せると思っている人も多いと思いま
すが動く分だけ食事摂取量も多くなりダイエットにもならないこと、日焼
けする、暑い、疲れる……と考えれば考えるほど嫌な所ばかりでてきます
（笑）。
　しかし、それ以上の魅力……それは踊るアホォに、見るアホォと言いま
すが、本番になると踊り手と見る側の一体感があり、疲れや暑さもふっ飛
ばし、とにかく「楽しい」の一言につきます。私たちの楽しみの一つ、当
日の髪型と化粧。事前に美容院での打ち合わせのあと、楽しみな本番……
早朝 4時からヘアメイクし、正午より踊り始め。かなりハードスケジュー
ルですが、踊るアホゥになり、眠たさも忘れ狂喜乱舞しています。そして、
毎年友達に「真顔で踊って怖い」と言われるので、来年こそは「弾ける笑顔」
を目標に挑みたいです（笑）。　　

急性期から可能な限り安静を取らず、単純に起きて生活するだけではない
適切な安全管理のもと、各自にあった生活動作の確立が求められる

土居  幸乃（左）
安岡  志穂（右）

新館 4階東病棟
看護師

『よさこいアルバム』
   から気に入りの一枚



近森会グループ写真展特集号第2回

理事長賞（人物部門）

奨励賞
奨励賞 奨励賞

理事長賞（景観部門）

古茂田賞

谷村  由衣「笑顔咲ク(^_^)」

宇田  和子「朝もやの棚田」
小川  明希「白い村の裏道」 岸田  豊和「ケーキ入刀」

宗石  勘九郎「はじめまして！」

　その笑い声が聞こえてくるような底抜けの笑顔
が素晴らしい作品で、いつもこの笑顔を絶やさず勤
務していただきたいと思う一枚でした。（近森  正幸）

　人物の位置やもやの雰囲気も良く動きがあ
る作品でその技術と努力が認められました。 　街並みを見下ろし光の強弱から坂道の雰囲

気がよくわかるように撮られており、その技
術と努力は特に優秀と認められました。

　出席者の表情をうまくとらえています。題
目の『ケーキ』が入っていれば、さらによい
作品となったことを期待させる一枚でした。

　24時間休むことなく救急患者を受入れてきた近森病
院の原点が上手く表現されており、その技術と努力は
特に優秀と認められました。（近森  正幸）
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▲

▲

▲実はこの子は双子で、１分前にもうひとり産まれています。予
定日より２ヵ月早く生まれたためにすごく小さく、産後すぐに保
育器に入れられ、二人一緒に写真に納まったのはずっと後になっ
てからでした。今では元気な暴れん坊！です。( 宗石  勘九郎）

　シャッターチャンスを逃さず、またお母さんの優しい表情も上手
く撮影できており、その愛情あふれる写真は特に心を和ませてくれ
ました。（古茂田不二）

　応募総数は昨年の179点を大きく超える244点。栄えある受賞作品をこの誌上作品展でお楽しみください。

山崎   啓嗣24 時間 × 365 日 × ∞

　受賞して、とても驚いています。スペイン旅
行をした時、町並みをなんとなく撮ったもの
の一つで、雰囲気がよかったので出展しました。
また来年も何か出せればいいな～。（小川明希）

　写真は夫が好きで撮影に一緒にいっている
うち私も好きになり、楽しくなってきています。
とても素敵な棚田で何度か通い、早朝小雨が
降り出し棚田が見えなくなり、待機していると、
薄っすらとすばらしい棚田が現れ、思わず「今
だ」とシャッターを押しました。（宇田和子）

　ICU病棟の町田君の結婚式での一枚です。
画像診断部からのミニアルバムの為に撮影
していたところ、幸せいっぱいの町田君を
撮影するみんなの顔がうれしそうなので、
いいなと感じました。（岸田豊和）

主催 :近森会グループコミュニケーション委員会       協賛 :近森写真倶楽部（CPA）「瞬」　   会期  :  2009年7月3日（金）～9月3日（木）

古茂田賞 山本  彰「夜桜」
　石垣の上に咲く夜桜を面白いアングルで撮影できており、そ
の技術と努力はとくに優秀と認められました。（古茂田不二）

▲４月初めの高知城花回廊を三脚を持って訪れた時です。夜空に
映える桜の木に向かって石垣の上を這い上がっていく色のたなび
きに、思わず広角レンズを向けました。望外の賞を戴き、驚くと
ともに喜んでもいます。励みになります（山本  彰）



管理部長賞 統括看護部長賞　（感謝編）

統括看護部長賞　（職員旅行編）管理部長賞

コミュニケーション委員長賞 コミュニケーション委員長賞

橘 愛「爆睡」
　タイトル通りぐっすりと眠る子どもさんの姿を
全面にとらえ、思わず「うらやましいなぁ～」と
感じさせられる作品でした。（川添  曻）
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久保 行広「Jump！」

山﨑 明美  「ひぃばあちゃん　
　　　　　　　　　大好き♥」

小野 美樹
「ドヴログニクの祈りの刻へ」

　働く女性を支え温かく見守ってくださ
るご家族の存在を感じることができ、同
じ女性として大変うれしさを感じる作品
でした。（梶原和歌）
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く
れ

る
二
人
で
す
。

　クロアチアの悠久の歴史や心の祈り、
 静かさ を感じる作品でした。（梶原和歌）

楠岡 明峰「和っ！！」 嶋﨑 ユリカ「信号待ち」

近
森
会
の
結
束
力
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
あ

り
構
図
も
面
白
い
一
枚
で
し
た
。（
片
岡
真
一
）

　

今
年
の
三
月
、
送
別
会
に
て
使
用
さ
せ
て
頂

い
た
写
真
で
す
。
他
に
も
ポ
ー
ズ
を
変
え
て
撮
っ

て
く
だ
さ
っ
て
…
…
、
こ
の
写
真
が
成
功
シ
ョ
ッ

ト
で
す
。
い
い
笑
顔
で
す
。
仲
間
と
い
う
良
さ

が
伝
わ
る
一
枚
で
す
。
本
院
作
業
療
法
士
の
み

な
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
の
街
を
移
動
中
、
バ
ス
の
窓
か
ら

見
た
信
号
待
ち
の
光
景
に
圧
倒
さ
れ
、「
こ
れ
ぞ

ベ
ト
ナ
ム
！
」
と
思
わ
ず
カ
メ
ラ
を
向
け
ま
し
た
。

人
々
の
逞
し
く
生
き
る
パ
ワ
ー
を
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　アジアの力強さを感じる作品で、その着眼点と
構図は特に優秀と認められました。（片岡真一）

　

ク
ロ
ア
チ
ア
は
内
戦
か
ら
の
復
興
ま
も
な
い

国
で
、
世
界
遺
産
ド
ヴ
ロ
グ
ニ
ク
で
も
多
大
な

被
害
と
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
意

味
も
込
め
て
、
文
才
の
な
い
私
に
代
わ
り
に
タ

イ
ト
ル
を
付
け
て
下
さ
っ
た
看
護
師
の
山
崎
マ

リ
さ
ん
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。（
小
野
美
樹
）

▲

　家族に友達に支えられ生きてきて、今、自分の果た
すべき役割は何か。「みんなが幸せな社会づくりをめ
ざして」と、活動を続ける著者の心に寄り添い、自分
に「ファイト！」と、声をかけてがんばってみたくなる。
（KK南の風社編集スタッフ  原明恵／A5判168頁  定価  1,575円）
コンテンツ感覚のない身体と自由な心／こんなステキ
な仕事に出会えた／対談①みんなが幸せな社会づくり
を目指して（ゲスト／近森正幸さん）学び合い、育ち合う
対談②子どもに未来を託して（ゲスト／橋本大二郎さん）
大きな、広がる、愛の輪
　詳細は http://minaminokaze.co.jp/148.html

高
知
ハ
ビ
リ
テ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
の
本
、
出
版

「
み
ん
な
で

フ
ァ
イ
ト
！

つ
な
が
る
人
の
輪
、
心
の
輪
」
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出張報告　 第 14 回 日本緩和医療学会学術大会に参加     2009年6月19日（金）～2日間、大阪国際会議場で

実感させられました。
　患者さんのニーズを
理解したうえでゴールを
設定し、目標達成に向け
意思疎通を良好に保つこ
とで、強いチームにつな
がるとのことでした。病
棟スタッフとの連携を意
識していかなければと思
いました。

　ところで、日々の緩和ケアチー
ムの活動はまだまだ十分とはいえ
ませんが、チーム自体の存在をア
ピールするため、オレンジバルー
ンプロジェクト（「私たちは緩和ケ
アに携わっています！」）バッジを
胸元につけることとしました。
　これは自分たちに課せられた責
任と自覚を忘れないため、また患
者さんを含め、気軽に声をかけて
いただけるよう期待を込めたものです。

経験を重ねながらチー
ム力を高めて行き、苦
痛のある患者さんが少
しでも解決の方向に向
かえるよう努力を続け
たいと思っておりま
す。
　学術大会の最後は、
大阪名物道頓堀のかに
道楽で、かにに舌鼓を
打ちながらチームの結

束を固めてまいりました。

❶ 5,500人を超える参加者で盛大に

❷ 初期段階からの緩和ケアの実施

❸ 近森病院緩和ケアチームの活動

❺オレンジバルーンプロジェクト

川 久 保  和 子

参加者（役職を取り払った個人の職種でチームに加わるという意味から、敬称と役職を略します）：須賀太郎（痛みのクリニッ
ク医師）・山本彰（呼吸器外科医師）・田中健太郎（理学療法士）・高原優（医療ソーシャルワーカー）・矢野純子（管理栄養士）・
上戸理恵（看護師、がん性疼痛認定看護師資格取得へ向けて努力中！）・多田智（事務）・川久保和子（看護師）

　「緩和医療～原点から実践へ～」とい
うテーマで約5,500人を超える参加者の
なか盛大に行われました。
　緩和医療の実践には多職種により構成
されるチームでのアプローチが必要とさ
れ、各方面からの発表があり、シンポジ
ウム９・パネルディスカッション３・教
育公演６・口演発表88・ポスター発表
351題と、盛りだくさんな内容でした。
　それぞれが自分の興味あるセクション
へと、どこも満席に近い広い会場を右往
左往しながらの有意義な2日間でした。

　患者さんたちの声を受けて成立した
「がん対策基本法」が施行され2年がた
ち、「治療の初期段階から緩和ケアの実
施」が重点課題の一つと定められており
ます。そこで、急性期である当院でも必
要性を感じ、緩和ケアチームを立ち上げ
ました。

　当院でのこれまでの介入依頼は、痛み
のコントロールが主となっています。時
間的余裕を持って患者さんを訪問するこ
とにより、思いを表出しやすい場を持ち
信頼関係を築くように努めています。
　患者さんの言葉に癒される場面もあ
り、自分たちの成長に繋がっているとい
えます。週1回のカンファレンスで各職
種から出される意見は、患者さんに対す
る理解が深まり、色々な局面に対する対
応能力が高まったり、知識習得の場とも
なっています。
　それらを病院全体に広めていこうと、
月に1回の緩和ケア勉強会も開催してお
ります。緩和ケアチームの存在を知って
いただき、依頼件数が増えることを期待
します。

　患者さんやご家族の思い、体験を発表
したものは、説得力があり涙を誘われる
ものもありました。話を聞いて欲しいと
いう当たり前の要求に対し、おそらくそ
の時間さえ確保することの出来ない忙し
い現場、傾聴することの大切さを改めて

　初期研修医から後期研修医
になり、以前よりも自分に課
せられる仕事のやりがいと重
みを感じながら日々働かせて
もらっています。自分にはま
だまだ足りないものがたくさ
んあると感じながらも、周囲
からの支えもあり、少しずつ
前に進んでいるという実感も
でてきました。
　ただ、研修医の日々は一つ
自信を持てたと思ったら、三つ自信を
なくしてしまうといったことが日常茶
飯事です。それでもまた頑張ろうと思
えるのは、いつか少しでも近づきたい
と思える恩師の存在があるからです。
しかし、それだけで日々頑張れている
わけではありません。こちらの病院へ

来て、環境の変化にもようやく慣れて
きました。そしてなにより、ここにも
素晴らしい出会いがありました。頼れ
る存在、支えになってくれる存在、心
を柔らかくしてくれるそんな方々との
出会いがあるからこそ、心が強く健や
かにあれるのだと思います。

野 中 　 裕
ひ ろ

子
こハ ●　　●　　●　　●　　●　　●

研 医修スッ ル

❹傾聴の大切さを改めて実感

後列左から、田中健太郎、中村寿里（看護師）、
川久保和子、高原優、多田智、須賀太郎。前列左
から、國澤梨紗（薬剤師）、上戸理恵、矢野純子。
丸枠は、会に当日出席できなかった山本彰

▼
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　加齢とともに味覚も
変わってくるのか。最
近は、マゾヒスティッ
クなほど酸っぱい味が
好きになってきた。
　若い頃はけんどい
酸っぱさの味に出会う
と顔をしかめたもの
だったが、いつのころからか始めた
就寝時と起床時の一杯の柑橘味の米
酢水は、身体を元気にしてくれてい
るような気がする。
　今回はさっぱり味の…

〈 作る 〉 
　イセギはサクで買って厚めに切
る。熱湯にさっとくぐらせて氷水に
取り、それからキッチンペーパーで
水気を取り、器に盛る。ネギ、青じ
そをみじん切りにしたものと、もみ
じおろしを乗せて、ポン酢をかける。

〉 るべ食 〈 
　ポン酢にさらにブシュカン（酢ミ
カンの一種）をかけると夏らしくな
る。深皿に水を張って冷凍した氷皿
を作りラップをして、その上に盛り
付けるとダラダラ飲みの飲んべえで
もいつまでも冷え冷えのイセギが食
べられることとなる。
　いかに美味しく食べて飲むか、「こ
の情熱を仕事に少しでも向けると嬉
しいのだが…」と、上司の声が聞こ
えてきそうな気がする。
　なお、一緒に飲む酒はやはりキリ
キリ冷やした土佐の酒に限ると思
う。お好みで、スパークリングや白
ワインでもいけます。でも、少し余
計に酸っぱくなります。

画   臨床栄養部 科長  吉田妃佐

を認める「他者尊重」が重要になる
のです。
　ところが「障害者」と言われる人
の現実の生活においては、「『アブノー
マル』な人を『ノーマル』にするこ
とがノーマライゼーションの具体化」
と勘違いされていることがあります。
　例えば「施設を出て地域で暮らす」、
「特別支援学校ではなく地域の学校に
通う」など、多くの人が良いと思わ
れる方向を押しつけ、「施設で暮らし
ていたから施設の方が落ち着く」、「地
域の学校は荒れているので特別支援
学校を選びたい」などの小さな声を
聞かない傾向があります。これはノー
マライゼーションではありません。
　自己決定も、ただ本人に「どう？」
と聞けばいいということではありま
せん。情報を絵や簡単な文書に変え
るなど本人に分かるように工夫して
伝えているかという合理的配慮が前
提です。
　多様な選択肢を用意したり、「当事
者の価値観」を尊重したりする「他
者尊重」を行っているかが重要です。
そのうえでそれぞれが「幸せだ」と
思う生活を保障しようと努めている
か、が問われていると言えます。

　例えば、明日一日休みになったと
したら、みなさんはどうしますか？家
でゆっくり休む人もいれば、日帰り旅
行に出かける人もいる。映画に行く人
もいれば、読書をする人もいる。草野
球で身体を動かす人もいれば、野球の
観戦に行く人もいるでしょう。
　このように例えば、人が考える「余
暇」は違っています。ところが「私
は身体を動かしたい。そのうえ運動
は健康に良い。ゆえに運動をするこ
とが余暇に適している、だから今日
は全員草野球をしよう」と、「草野球
で身体を動かす人」が自分の価値観
を、「家でゆっくり休みたい人」に
押し付けたとしたら、どうでしょう。
そのとき「家でゆっくり休みたい人」
は全く幸せではありません。これは
ノーマライゼーションの原則に反し
ています。
　ノーマライゼーションとは、「他者
の価値観を認めつつ、それぞれが幸
せだと思う生活を保障すること」で
あり、それは多様な価値観を認める
考え方だからです。
　ゆえにノーマライゼーションの実
現において、自分のことを自分で主
張できるための「自己決定」、多様性

大分県出身、大学から東京に出て、
就職で高知に移住。高知歴６年。
専門は、
障害児教育学、特別ニーズ教育
スウェーデン障害児教育制度史

ノーマライゼーションの勘違い

　左の写真は
先日作った
チーズケーキ
をお誕生日用
にしたもので
す。休日や暇
なとき、ふい
に作りたくな
る時があり趣
味のひとつと
してお菓子作
りを楽しんで
います。
　ひとり暮らしなのでよく職場や実家に
もっていき食べてもらうのですが、喜んで
もらえると作ることの楽しさが増しますね。

国立大学法人 高知大学教育学部 准 教授
社会福祉法人 ファミーユ高知 理事

2009.08.13 第59回高知市納涼花火大会で
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キラリと光る看護

近森オルソリハビリテーション病院  看護部長

とのかかわりを知ってほしい」とのこ
とでした。
　後で聞くと、オルソのチーム医療
の展開の “オルソの花” を伝えたい…
と。それを17項目レポート用紙２枚
にぎっちりまとめていました。
　そして最後に「○○さんのような看
護師さんになりたい」、学生のその一
言がうれしかった…と。
　「やっぱり人を育てることが好きな
んだ」私たちは人を育て、そして自ら
も育てられる存在ということを身にし
みて感じました。
　今後、益々地域に根ざした病院とし
て、オルソの役割を果たしていきたい、
オルソの合言葉「あなたのために」そ
んな気持ちを持って･･･。

　みなさんは、めだかと聞くと何を想
像しますか？
　数年前に全国的にめだかブームが巻
き起こって、芸能人でもめだかを飼っ
ている方がおられるほどに話題になっ

ていたのですが、あまり認知度が高く
ないみたいで、「趣味がめだかの飼育
なんです」って言うと返ってくる言葉
が「めだかって…」という感じで、や

はりみなさんの頭の中のめだ
かは理科の教材なんです。確
かに僕がめだかを趣味にする
前もそんな感じでした。
　僕がメダカを飼い始めて4
年位になりますが、今のよう
な夏場だと水温が上がり活発
に産卵してかなり増えるので
すが寒い冬になるとかなり数
が減ってしまうのが悩みでし
た。しかし、めだかが縁で知

り合ったおじさん達にいろんな情報を
いただいて昨年は無事冬を越えること
ができました。
　今年のテーマは『めだかにとって良
い環境を作る』なので、水にはとても
こだわってます。僕は臨床工学技士と
して透析室にいますが、透析では大量
に水を使うため水をきれいにする水処
理装置というものがあります。仕事と
趣味で同じ水という共通点があるた
め、常日頃患者さんのため、また、め
だかのために良い水を作っていきたい
と思ってます。
　これをきっかけにして近森病院にめだ
かブームを起こすことが僕の目標です。

　オルソリハビリ病院が誕生して10
月で２年になります。最初はオルソっ
て何？　そんな疑問も多かったです
が、orthopedics（整形外科）という意
味も浸透してきました。
　オルソでは、今年初めて看護学校の
９名の基礎実習を受け入れました。実
習中の学生の伸び伸びした姿、そして
指導するナースの生き生きとしている
こと、普段見ることの出来ない一面に
触れました。
　臨床指導者のナースに「心がけてい
ることは何ですか？」と尋ねると、次
から次と矢継ぎ早に思いを語ってくれ
ました。「10日間の実習で展開する看
護過程は完全とはいえないが、入院か
ら退院までの一連の流れを “チーム”
で行っていることをわかってほしい！
患者さんと、ドクター、ナース、セラ
ピスト、ＭＳＷ、管理栄養士、薬剤師、

P a r t  2看護部

人を育て、自らも育てられる
　存在だと、
　身にしみて…

リレーエッセイ

近森病院  臨床工学部    西村　哲
さとし

医療安全担当看護師長

親 ●交
新 医療安全シリーズ⑧

　昨年2月から開催のVHJ（Voluntary
　Hospitals　of　Japan）輸液ライン標
準化検討委員会に、当院からは施設用
度課の森士幸課長（上の写真右）と私
の２名が参加させていただいている。
委員会への参加12施設は、8月に出
版された週刊ダイヤモンド「全国版　
民間病院・ベストランキング」の上位
50位以内に半数以上が入っている。
　委員会は2～3ヵ月に一度東京で開
催され、親しくなった施設の管理職の
方と会う度に、現状報告や相談などし
合いホッとしたり、焦ったり……。当
初は出張に向かう足取りは重かったが、
１年経つ頃にはコミュニケーションも
弾み、今では委員会で情報交換するの
が待ち遠しい程である。
　当院から輸液ライン標準化検討委員
会以外に、いくつかの部会にも参加さ
せていただき、いい刺激をうけている。
　これからも参加施設の方々と親交を
深めつつ、委員会で検討した輸液ライ
ンを安全面・感染面・コスト面からも
皆さんに納得していただける形にして
いきたいと考えております。
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シリーズ人物ルポ SP 252  研修医の活
躍！

2年連続受賞の快挙！
　近森病院では、こ
れからの日本の医療
を担う研修医の教育
にも力を注いでい
る。その研修医の一
人である濵田佳寿研
修医が昨年に引き続
き、今年も日本呼吸
器学会・日本肺癌学
会合同の中国四国地
方会で「優秀演題賞」
を受賞するという快
挙を達成した。
　学生実習で近森病院の救急医療に感
銘を受け、近森病院での研修を志望した
という濵田研修医。「なぜ2年連続受賞
できたのか？」と問うと、「指導医の中
間先生に言われる通りに準備して発表
しただけなんです！」とその答えはあっ
さりしたものであった。はっきりと自分
の意見を述べられるひとだと聞いてい
た濵田研修医だが、何とも控えめな答え
のようでもある。しかし、呼吸器内科の
中間科長は結構厳しい指導を行うこと
で有名らしいから、その指示通りにきち
んと準備して発表できたということは
十分評価に値する！というのが大方の
見方のようだ。
　昨年の受賞演題は「当院における呼吸
管理チームの活動とNPPVの位置づけ」
というもので、より適切な人工呼吸管理
を行うべく2005年に結成した呼吸管理
チームの活動と、マスクで行う人工呼吸
管理であるNPPVの導入について報告
した。今年の受賞演題は「当院における
EBUS-GSの使用経験」というもので、超
音波を使用した気管支内視鏡検査につ
いての報告である。いずれもまだ新しい
試みや手法である。中間科長曰く、「患
者さんにとって有益な新しい試みや手
法は積極的に取り入れるべきで、それを
受け入れてくれる精神が近森病院には
あります。そして、それらの試みや手法
は当院だけでなく、他の病院でも取り入
れられて、より多くの患者さんの役に立
つように普及させなければいけません。
そのために学会で発表するのです」と。

この姿勢も評価され、2年連
続の受賞となったのだろう。
バスケットの
          オールスター選手
　さて、2年連続受賞とい
う快挙を達成した濵田研修
医だが、医学部に合格する
ための猛勉強時代を振り返
ると、「結構しんどい時期もありました」
と言う。
　小さい時からスポーツが大好きで、バ
スケットボールにのめり込んだ中学時代
には、高知市代表のオールスターに
選ばれたほどの選手だったとか。
　だが、練習中にそんな彼女を突然
のケガが襲う。全治3ヵ月。バスケッ
トボールに明け暮れた毎日から、「も
う自分は空っぽ？　自分に何が残っ
ているの？」と悩む日々に……。
　しかし、持ち前の負けん気と、
バスケットボールで磨きをかけた力強
さが彼女自身を前に進ませた。「部活が
なくなった虚しさを受験勉強で穴埋め
した」結果、医学部に進学した彼女は、
いま近森病院で研修し、医師として日々
研鑽を積んでいる。
医師を育てる
　近森病院は、これからの日本の医療
を担う研修医の教育にも力を注いでき
た。地域医療に貢献する病院として、
地域医療に貢献する医師を育てるの
は、我々の大事な役割だ。これからも
研修医の教育を充実させていきたい。

濵田  佳寿   さん

▼指導に当たった
呼吸器内科の

中間貴弘科長と

濵 田

「励みになります」優秀演題賞の表彰状

▲

▲

バスケットに熱中！中学時代

土佐高校OBの「陽」チームの皆さん

近畿大学チームの皆さん
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お

7月の退職者 敬称略

◆ 31 日付、亀谷千秋・4東看護師。礒田
真知子・リハ病院作業療法士。
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近森会グループ
　外来患者数
　新入院患者数
　退院患者数
近森病院
　平均在院日数
　地域医療支援病院紹介率
　救急車搬入件数
　　うち入院件数
　手術件数
　　うち手術室実施
　　　うち全身麻酔件数

18,129 人
822 人
820 人

15.36 日
82.17 %
407 件
215 件
409 件
270 件
161 件

お

図 書 室便り
（2009 年 7月受入分）

・OS　NOW　Instrucion　 整 形 外 科
手術の新標準 9　人工股関節置換術
MIS から再置換まで応用できる手技の
コツ ／ 岩本幸英（編集）
・OS　NOW　Instrucion　整形外科手
術の新標準 10　脊椎の低侵襲手術
患者負担を軽減する手術のコツ ／ 馬
場久敏（編集）
・癌化学療法ハンドブック　第 6版 ／
Roland　T．Skeel（著）、古江　尚（他訳）
・解明病理学　病気のメカニズムを解
く ／ 青笹克之（編集）
《寄 贈 本》
・エキスパートナースMOOK　オール
カラー看護学生版シリーズ⑥　臨床実
習で学ぶ看護技術 ／ 延近久子（編集）
・看護診断をふまえた経過別看護 1
急性期 ／ 山口瑞穂子（他監修）
・新・ベッドサイドの看護過程 1　疾
患別看護過程の展開　成人編Ⅰ ／ 山
口瑞穂子（他監修）
・看護は観察ではじまる 2　成人（精
神障害者を含む）・老人編 ／ 埜中征哉
（編集）
・日本内科学会雑誌（雑誌）96(1-9,11-
12, 臨増 ),97(3-12)<2007-2008>
・透析フロンティア　増刊号（雑
誌）30.34.42-49,55-56,58-59,64-65,67-
68,78<1997-2007>
《別冊・増刊号》
・Emergency　Care　2009 年 夏季増
刊　救命救急スタッフにすぐに役立つ
検査データの取り方・読み方・使い方 
／ 山本五十年（編集）
・別冊 NHK きょうの健康 不整　突然
死を防ぐために ／ 小川　聡（総監修）
・別冊 医学のあゆみ ミオパチー 臨床と
治療研究の最前線 ／ 埜中征哉（編集）
・別冊Medical　Technology別冊　新・
カラーアトラス　微生物検査 ／ 山中
喜代治（編集）
《DVD・ビデオ》
・Audio Visual Journal of JUA Vol.15
No.3 ／ 日本泌尿器科学会（監修）

緑の近森会グループ

９月 27日（日）　9：30～開会挨拶
高知女子大学 池キャンパス 体育館で
 （集合は 9：20～です。よろしく～っ）

第17回   秋の運動会

恒例   月いちコンサート
今月は沖縄三

さんしん

線演奏会を外山さんが！

お知らせ

　8月21日に新館2階
ホールで開催。会場から
のリクエストを受けたり、
踊りの披露もありました。

▼７月に整形外科より広報に異動とな
りました公文幸子です。広報の先輩鍵本
さんに色々と教えていただく毎日です。
今回お披露目を兼ねて担当二人でお互
いの似顔絵を描きました。右が鍵本さん
作の公文、左が公文作の鍵本さんです。
今後はこうしたイラストの出番が増え
るかも知れません？！
　ともあれ、早くお役に
立てるように頑張り
ます。（公文）

　病院周辺の緑に癒されたり、元気をも
らうという人も多いのではないでしょう
か。そこで、真夏の緑を散策してみました。

新館東角のケヤキ

オルソ前のケヤキ 本館西のクスノキ

新館の中庭




